
令和６年度いきいきふるさと“夢”支援金事業 評価書 

 

事 業 名 獅子の幌製作事業 

 

■支所長評価 

 評価項目 評 価 の 内 容 

事業効果 

目的の達成 

例大祭や地域で実施している敬老会や特別養護老人ホーム・

デイサービス施設の慰問、小学校のイベントなどで、新しく

制作した獅子頭幌で演舞を行い、伝統芸能の保存継承に効果

があった。 

地域等への貢献 

各種地域事業へ参加するとともに、伝統芸能の保存・継承や

他地域の伝統芸能復活支援を行った。 

古里小学校で行っている伝統芸能教育にも協力し、伝統文化

の継承・地域社会活動を行った。 

事業の継続 

地域住民に周知するとともに新規会員を確保し、当該備品を

活用して練習を重ね、伝統技術の保存継承、技術向上に努め、

地域の盛り上げに貢献することを期待する。 

費用対効果 

子どもたち、会員の伝統文化継承に繋がる士気高揚が図られ

たことから、幌の新調は活動の一層の活性化に寄与し、費用

対効果は高いものと評価できる。 

 

■選考委員協議 

・幌を準備して、伝統芸能活動がますます活発になることが期待できる。 

・地域の伝統文化の継承に役立ったと評価できる。 

・令和７年の成人祝賀式で獅子舞を披露した。式典では、各区役員や新成人の皆さんもその様子

を撮影したりするなど楽しみにしていた。古里地区全体で、郷土愛護の精神が、より一層高ま

っていくことが期待できる。 

・子どもたちの伝統文化芸能の継承において、大きく貢献、活用できたと思う。イベントなど、

多くの演舞を披露し、保存継承、技術向上に努めてほしい。 

・伝統文化の継承をこれからも期待する。 

 

■最終評価 

概ね支所長評価のとおり 

 



                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和６年 11 月１日 

事業実施地区  西富竹地区 

事業名  獅子の幌 製作事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名） 冨建千引神社神楽保存会 

（代表者名）会長 丸山 文昭 

（連絡先） 090-4619-4160 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

地域の活性化を目指し、小学生が様々な機会で演舞を行う獅子舞の獅

子頭の幌を製作し、もって各種地域事業へ参加するとともに本地域の

伝統芸能の保存・継承や、他地域の伝統芸能復活支援を行う。また古

里小学校が実施する伝統芸能教育への協力を行う。 

 

 

【事業完了日】 

令和６年 10 月 31 日 

【総事業費】 

165,000 円 

【補助金額】 

136,000 円 

※活動状況のわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

毎年行っている春・秋の例大祭や地域で実施している敬老会や特別養護老人ホーム・デイサー

ビス施設の慰問、小学校のイベント等で今回製作した獅子頭幌を使用し、演舞を行うことで地

域貢献をすることができた。 

 

 

 

 

 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  〇   

事業の効果   〇  

特記事項 

（評価理由等） 

 

 

 

■今後の取組予定 

祭りを通して製作した獅子頭幌を地域住民に周知する。また月に２回の獅子舞の練習を実施し

技術の向上に努めるとともに、新規会員の獲得に向けた活動を積極的に行う。 

 

 






